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AHIをご支援くださる皆様へ

「中期全体方針」2年目だった2024年度の事業報告と、最終年となる2025年度の
事業計画をお届けします。

「学び合うコミュニティをつくる」を実際に進めるための一つとして、2023年度
から元研修生を国際研修のコーディネーターとして招聘する試みを続けています。
2025年度はフィリピンの元研修生を招きます。また、コロナ禍をはさみ中断して
いたプログラムも、ボランティアのみなさんとともに新たに進めていきます。

「学び合うコミュニティをつくる」営みがさまざまな所で芽吹き、育ち始めています。
引き続き、ともに歩んでいただければ幸いです。

公益財団法人　アジア保健研修所　理事長　齋藤　尚文

次年度の
国際研修募集開始

～  2024年度 ハイライト  ～

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

国際研修
参加者選考

国際研修参加者決定
インターン募集・活動開始

ボランティア等に関するイベント参加

ガザ報告会
認定NPO法人PARCICと共催

北インド研修実施

小学校へ出前講座

国際研修
ｰ 豊田市保見団地訪問
ｰ 研修生と交流イベント
ｰ JANNET（障害分野NGO連絡会）共催イベント

インターン主催の合宿イベント
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事務局長　清水  香子

　AHIは「誰もが尊重され健康に暮らせる社会

をめざして行動する人を育む」ことをミッショ

ンとして活動する団体です。2023年度～2025

年度の中期全体方針では、上記ミッションの方

途として、下記３つの重点方針を定めています。

１、学び合うコミュニティをつくる
２、伝える・共有し一緒に考える
３、組織基盤を強化する

　2023年度はこの方針のもと、新しい試みを行

いました。2年目となる2024年度は、その教訓

を生かし更なる取り組みを各活動において実施

しました。過去2年の経験のもと、最終年となる

2025年の道のりを再検討する年ともなりました。

■学び合うコミュニティ創出をめざして

　国際研修は「学び合うコミュニティ」の起点

です。研修生が参加型手法を体得し、アジア各

地の現場で実践すること。さらに、元研修生同

士、また、ともに活動する仲間や地域住民、さ

まざまな関係者と、「学び合うコミュニティ」を

つくり広げていくことを目指しています。

　2023年度は、AHIと元研修生との関係を作り

直すための取り組みを行いました。

　2024年度は、国際研修のコーディネーター

として元研修生を招くなど、「学び合うコミュニ

ティ」展開のキーパーソンを発掘することに努

めました。同時に、元研修生との協働事業と、

元研修生の関心や課題に基づく勉強会を連携さ

せ、今後のキーパーソンとなりえる人材を得る

ことができました。

　この成果をもとに2025年度は、キーパーソン

同士を結び、「学び合うコミュニティ」を牽引す

る仲間づくりを進めます。

　また、日本を含めたアジアで「学び合うコミュ

ニティ」を生み出す可能性を探る試みも継続し

ました。日本の地域で、保健・福祉分野で活動

する人との新しいつながりが得られた一方で、

多様な分野の活動実践者との関係開拓が課題と

して残りました。この課題に取り組むべく、

2025年度は、AHIが考える広い意味での「保健」

と開発の経験と課題について、共有し議論する

機会をつくります。

■サポーターの関わりを強め、参加型の
組織へ

　「学び合うコミュニティ」をめざすAHIにとっ

て、組織運営においてもその実践に取り組むこ

とは不可欠です。サポーター（会員・ボランティ

ア・プログラム参加者）のみなさまに活動や課

題を伝え、対話や体験を通して、この道のりへ

の共感や参画を促していく必要があります。

　2023 年度は、サポーターとの関係を結び直

すことを目指し、「学び合うコミュニティ」とそ

の取り組みをサポーター目線・サポーター発信

で伝え、サポーターとともに考え活動する機会

をもち、若年層にアプローチすることに努めま

した。2024年度は、これらを拡大・充実させる

ことに注力しました。継続して編集委員・ボラ

ンティアとの協働で会報を発行するとともに、

大学生を中心とした運営ボランティアによる研

修生との交流会を実施するなど、より多くのサ

ポーターとともに活動を進めました。

　このようにして得られたつながり・関わりを

基盤に、サポーターがより活動の中核になるよ

う働きかけていくことが課題です。そして、そ

こからさらに広がる新たなサポーターの獲得に

向け、2025年度は、理事と一緒に、具体的に取

り組みます。

はじめに  中期全体方針２年目を終えて
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期  間 2024/8/26～9/29

参加者  NGO職員10名
（7か国：バングラデシュ、
 ブータン、カンボジア、
 インド、ネパール、
 スリランカ、ベトナム）

事業地 アジア保健研修所

背  景
目  的

地域づくりの分野において、
多様な分野の人びとが協力
し、特に周縁化された人た
ちが意思決定プロセスに参
加することは、地域課題の
解決に不可欠です。研修で
は、それを実現するために、

「住民自身が組織するグルー
プ」づくりにとりくむNGO
職員が、参加型アプローチ
に関する知識やスキルを高
め、住民主体の地域づくり
の推進役となることをめざ
しています。

■2024年度国際研修の特徴・力を入れたところ

研修生は、支援する住民グループ自身が、他の住民と地域の課題を考え、
行政に提言をし、活動をモニター・評価するために使えるシンプルな手法
やツールを考えました。また、地域住民の目線に立って考えることに努め、
住民グループのメンバーが持てる力を発揮し、活動を継続する、その道の
りを議論しました。2024年度初の試みとして、元研修生のサラムさん（バ
ングラデシュ）をコーディーネーションチームに招きました。

■振り返り
研修生の課題や現場の状況は一人ひとり異なりますが、議論する中で得た
発見を自分の課題や現場の状況に照らし、どう活用できるかを見出しました。
一方で、自らのリーダーシップについて、率直に振り返り相互にフィードバッ
クをする時間が十分にとれず、住民とともに活動する者としての視点の広
がりや新たな価値の発見につながる気づきについては、例年より少ない傾
向が見られました。

★2025年度の取り組み：
研修生が主体的に学びを深める姿勢や、そのプロセスを重視し、自
らリーダーシップを育むことができる場をつくることに一層努めます。
そのために、元研修生と職員でつくるコーディネーションチームの
強化に努めます。

　地域住民でつくるグループが自立して活動を継続できるようになるためにはど
んな支援をしたらよいのか。それを考えるために研修に参加しました。
　学んだことのひとつは、グループのルールに関することです。今あるルールは、
私のNGOが作ったものでした。今後はグループで話し合い、全員が合意できるルー
ルを新たに作る場を持ちたいと思います。
　AHIで学んだ参加型をしっかりと実践するまでには時間がかかりますが、いつか、
次世代のリーダーシップが育ち、住民自身による活動が続いていくことにつながる、
と信じています。

クシャマタ カドカさん
コピラ独立開発協会

(ネパール)

国際研修 2024年度のテーマ：参加型アプローチを通した住民エンパワメント
　　　　　　　　  ― 持続的でインクルーシブな地域をめざして ―

研修生の声

学び合うコミュニティをつくる
一人ひとりが学び、実践し、その経験の共有から、さらに互いに学び合う

重点方針1



5

左：カニタさん、
右：スターリンさん

テーマ①「次世代育成」 　2024年１月18日、25日
2023年度国際研修の修了生が中心となり、研修後の実践を報告し合い、経験
から得た新たな学びを導き出しました。また「若者たちに協力して問題の解
決策を考えてもらおうとしたけれど、限られた時間内で多様な意見を集約す
ることができなかった」など、実践するなかで直面した課題も報告されました。

テーマ②「事業計画作成の手順」 　2024年６月～10月、計４回
住民参加型ワークショップを段階的に行い、住民とともに地域のニーズや課
題を特定し、具体的な活動を組み立てる方法を学ぶ連続講座を開催しました。
のべ28名が参加し、うち５名がすべての回に参加しました。

テーマ③「ファシリテーション・グラフィック」　2024年８月21日
（図やイラストを使って議論を見える化する技法）
入門講座を開催し、６名が参加しました。

① 研修と実践支援　
2023年度から、元研修生のチャヤさんが中心と
なり、地域の小規模NGOの能力と連携を高める
試みを行っています。中核となる活動は、年に
一度の10日間の参加型・合宿型研修です。2024
年11月の研修には9州から14名が参加し、住民
の参加を高める方法などを学びました。

②住民の声を政策に反映するための勉強会　
タミルナドゥ州では、2022年に、住民の声を
政策に反映する仕組みである「保健総会」を
各県に導入しました。元研修生のスターリン
さんは、少数民族やダリットの人びとの参加
が十分に保障されていない点に課題を感じま
した。そこで、元研修生のカニタさんが取り組むタイの「保健総会」を先
進事例として学ぶなど、AHIが仲介し、オンライン勉強会を4回開催しまし
た。現地でもスターリンさんと同僚が、他のNGOと情報や意見の交換を重
ねました。

▶オンライン勉強会

▶「健康の公正性」をめざす事業

期  間 通年

参加者 元 研 修 生 と そ の 活 動
パートナー

背  景
目  的

元研修生が住民ととりくむ
地域の課題は、いっそう多
様で複雑になっています。
経験や知見を分かち合い、
アップデートし続けること
が大切です。研修生の関心
や課題に基づいてテーマを
設定し、「学び合い」と「学
びの実践」を後押しします。

期  間 通年

参加者 元 研 修 生 と そ の 活 動
パートナー

事業地 ①インド北部
　主にラジャスタン州
②インド南部
　タミルナドゥ州

背  景
目  的

貧しい人や周縁化された人
ほど不健康な状況に置かれ
る傾向にありますが、イン
ドはさらにそれが顕著な一
方、公的な保健医療サービ
スの質や量は十分ではあり
ません。住民自身が行政に
対して声を上げ、行政を動
かす力をつけることが必要
となっています。元研修生
によるその活動を、様々な
形でAHIは支援しています。

元研修生から広がる

学び合うコミュニティづくり

★2025年度の取り組み：
スターリンさんが仲間とともに、タミルナドゥ州で、保健総会の実
態調査を実施します。

★2025年度の取り組み：
研修修了後の活動や地域にどのような変化や影響をもたらしたかを
調査するほか、年度をこえた修了生同士の交流を促します。

★2025年度の取り組み：
更に研修生主導の勉強会になるように働きかけます。
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▶「ちょい読みサロン」

期  間 通年、計8回

参加者 各回7～12人

事業地 オンライン

背  景
目  的

国内で地域活動を実践
している人たちが、本を
読み解きながら、共通の
課題についてそれぞれの
経験をもとに語り合いま
す。新たな気づきを得な
がら行動を起こすヒント
を得ることを目的とします。

「学ぶことは変わること
  地域と自分の力を引き出すアイディアブック」を使って

この本は、1982年に出版された“Helping Health Workers 
Learn”（デビッド・ワーナー他著）の日本語訳。村の保健ワー
カーのための手引書ですが、イラストが豊富で具体的な事
例が紹介されており、現代の日本に暮らす私たちの生活や
仕事、人間関係にも応用できる内容です。

■どんな話をしたか
様々な課題に取り組み、関心をもつ方々（NGO職員、保健医療従事者、教員
や学生など）が順番に発題しました。民生委員として活動する人は、第10章

「フォローアップ、サポート、継続的な学びの機会」を取り上げ、住民同士の
関係が希薄になっている現状に対し、住民が定期的に集まる場として、自宅
でマルシェを開いたりしていることを紹介しました。
海外で母子栄養プロジェクトに関わる人は、活動で直面した課題と第25章「ま
ずは食から」とを重ねました。そして参加者とともに外部者ができる支援と
は何か、そのときの外部者の姿勢について、活発に意見交換をしました。

＊	下記の団体に加盟し、関連分野の活動を進めるとともに政策提言活動にも加わりました。			 
名古屋NGOセンター、名古屋キリスト教協議会、障害分野NGO連絡会JANNET、開発教育協会DEAR、他

＊	11月には認定NPO法人PARCICと共催してガザの報告会を開催しました。

＊	国内外の団体による、ミャンマーおよびガザの人びとの命・健康と人権の擁護を訴える声明や要請文に賛同し、
市民社会の立場から声を発する動きに加わりました。

▶諸団体との連携

参加者の声

　研修生の日曜日のお買い物や観光をサポートするボランティアがきっかけで、「ちょ
い読みサロン」に参加するようになりました。普段は行政保健師として、住民の方に
健康教育などをしています。「ちょい読みサロン」では、職場で感じたことを事例とと
もに紹介しました。以前、職場の先輩から「相手の”できない”気持ちをわかることが
大切」、「支援されるべき人と思って接すると、相手は敏感に感じとる」と言われたこ
とがあります。同じ気づきがグループディスカッションで他の人からも出てきました。
あらためて、普段の自分を振り返ることができました。 桒田咲希さん

（日本の地域活動実践者が学び合うコミュニティづくり）
学ぶ⇔変わるプログラム

★2025年度の取り組み：
2024年度は、保健・福祉の分野で活動する人たちから多くの発題・参加を得ました。
2025年度は、更に幅広い分野から参加を募り、AHIが考える広い意味での「健康」について話し考え、	
学び合う場をつくります。また、国際研修の参加者と交流する機会も持ちます。
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伝える・共有し一緒に考える
AHIのビジョンに共感・賛同する人との関係を構築・継続し、強める

重点方針2

● 会報編集委員
2024年度は新たなボラン
ティア3名が加わりました。
企画、取材、執筆を担い、
サポーターの視点から活動
を伝えようと、職員も一緒
に話し合いを重ねて作成し
ました。
2025年度も編集ボランティ
アと職員の協働を発展させていきます。

● 小学校での国際理解講座
　（出前講座）計5校

●ウェルカムパーティー

● 国際研修生との交流会

インターンのやりたい！
合宿イベントをサポートしました。

SOMPO環境財団を通じてAHIにインターンに来ていた大学生から、
仲間たちと一緒に、合宿を主催したい！という熱い要望を受け、協
力しました。2025年2月20・21日に実施しました。テーマは「環
境×国際協力」。AHIはインターンの「やりたい」が叶うよう、話
し合いに加わり、実現に向けてサポートしました。

Pick Up!

一緒にまなぶ、交流する

2024年9月7日　参加者48名
コロナ禍が明けてから、５年ぶりに国際研
修生のウェルカムパーティーを開催しました。

2024年9月28日　参加者76名
大学生を中心に準備・運営を行いました。国際研修生
たちの実際の活動や現地のことを聞いたり、逆に日本
のことを聞かれたり。10代から80代まで世代を超え
て、多くの方が参加し、交流しました。
2025年度も研修生との交流を通じて健康な社会、公
平な社会について考えるキッカケ、深めるキッカケづ
くりをしていきます。

日進市との協働事業は2024年度で11年目。
ボランティアと一緒にいちから考え、
AHIのビジョンである「誰もが尊重され、
健康に暮らせる社会」について考えるワー
クショップに、大きく作り変えました。
2025年度もボランティアと一緒に改善に
努めます。
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サポーターのみなさまへAHIの活動内容やイベントのお知らせなどを発信しました。

●事業報告・計画書の発行：2024年8月

●会報誌「アジアの健康」の発行：
年に２回夏号(2024年8月)、冬号(2025年2月)各3300部

●メールマガジンの配信：毎月１回

●SNSの更新： 
　ブログ、Facebook、Instagramを随時発信。2025年度も効果的な発信に努めます。

●活動紹介「初めて始めて講座」
原則月１回開催　参加者83名
学生やボランティア活動に関心を持つ人たちを対象に、ワーク
ショップを交えながら、AHIが目指す社会やそのための活動、
ボランティアの機会を紹介しました。

●オープンボランティアデー：2024年7月27日  参加者8名　 2025年2月8日  参加者2名

AHIが「初めて」の方も長年のサポーターも集まり、ボランティアの体験ができる機会をつくりました。
2025年度も広く周知して、AHIとの気軽な接点を持てるようにしていきます。

短期インターン、今井陽菜さん

職員の方、ボランティアの方、
多くの大学生と関わる機会を得
られたことが貴重な経験でした。
研修生との交流会では、参加者
を含め、幅広い年齢層の方から
お話を伺い、充実した時間を過
ごすことができました。

約１週間AHIに泊まったインターン、藤川瑛大さん

研修生と寝泊まりをともにすることで、英語だけじゃ
ないコミュニケーションでその人のことを知れたり、
優しさを感じることができて嬉しかったです。
また、お客さんになるのではなく、他のインター
ンの人たちと一緒に考え、準備するなど、一緒
に〇〇する、という所がよかったです。
この体験を他の学生にもおすすめしたいです。

退職前に、AHIでボランティア
を始めた朝長孝さん

仕事でも社員研修に関わっていたの
で、AHIの国際研修がどのようなもの
か気になり、見学から始めて１年が
過ぎました。自分の会社員経験はこ

こでは異質かもしれません
が、この経験から出る意
見は、AHIによい刺激にな

るのでは・・・。
そういう存在であ
りたいと、今、思っ
ています。

会報編集ボランティアの
M.Iさん

AHIにはいくつか惹かれる要素が
あります。それはAHIの志だったり、
自分にはないものを持っている人
との出会いだったり。今後も会報

編集などのボラ
ンティアを通し
てAHIやもっと
いろんなことを
知っていきたい
です。

毎週事務所ボランティアで来館、
松田芳さん

愛知県に引っ越して、子どもも大き
くなり、職場以外で人と話す場が
欲しい、地域参加したいという気
持ちでAHIに来ています。事務所
ボランティア、毎週楽しくやってい
ます。

こでは異質かもしれません
が、この経験から出る意
見は、AHIによい刺激にな

広く伝える、つながる

インターン、ボランティアの声
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組織基盤を強化する
参加型で持続的な組織をめざし、長期的視点をもって財源管理と

人材育成を行い、そのための体制や環境を整備・改善する

重点方針３

１.理事会・評議員会
組織運営における「学び合うコミュニティ」の実
践にむけ、下記にとりくみました。

＊事務局と理事会の関係強化
異なる立場で組織を担うパートナーとして、理事
会外においても、事務局と理事がともに議論する
場を持つことに努めました。

＊参加型で持続性のある組織づくり
財政の将来像を描き、保有資産の計画的な運用、
会員・寄付者の著しい減少に対応するための方策
を検討しました。また、職員が安心して働き続け
られる労務環境や安定的な組織運営に向けた議論
を行いました。

2024年度末現在、理事10名、監事3名、評議員
11名。開催日と主な議題は下記の通りです。各
理事会の開催前には準備会合を開催し、理事長、
専務理事、業務執行理事他1～2名の理事により
議題の準備を行いました。

理事会
開催日：2024/6/4、6/29、8/31、12/14、2025/3/8
議題：
・	2023年度事業報告案・決算案
・	理事会と事務局の協力・連携についての自由協議、

他
・	代表理事および業務執行理事の選定　
・	組織の将来像および財政に関する自由協議
・	AHIの将来を考える会からの提案
・	職員給与改定
・	2025年度事業計画案・予算案、他

評議員会
開催日：2024/6/20、 2025/3/18
議題：
・2023年度事業報告案・決算案
・理事・評議員・監事選任
・2025年度事業計画案・予算案

上記の他、理事有志による「AHIの将来を考える
会」を2回（11月）、「理事と事務局職員合同の事
業計画会合」を2回（1月・2月）開催しました。

２.総務・労務関係
敷地内の給排水管などで不具合が連続し修繕を行
いました。建物は建築後43年が経過し老朽化が
進む中、十分な備えと対応が今後の課題です。ま
た、給与についても理事会での協議に基づき改訂
しました。

３.賛助会員募集・募金活動
１）賛助会員現勢（2025年3月31日現在）

●賛助会員総数　1924名 ＜前年度比100名減＞
●寄付者総数　　 522名 ＜前年度比3名減＞

２）会費・寄付金実績

＊会費収入実績	 計 10,669,255円
(前年度比　712,985円減)　

＊寄付金収入実績	 計 23,302,459円
 (前年度比　6,590,146円増)

うち12/1～2025年2/29実施の	 			
クリスマス・新年募金は12,134,885円

＊古本・切手等での寄付「ギフトリレー」
古本	 計 11,425円	（15件）
切手・葉書	 計 565,508円	（126件）
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貸借対照表（2025年3月31日現在）

(単位:円)
科目 当年度 前年度 増減

Ⅰ 資産の部
 1. 流動資産

現金預金 25,746,066 22,193,846 3,552,220
貯蔵品 187,200 192,600 △ 5,400
前払費用 19,909 34,830 △ 14,921

流動資産合計 25,953,175 22,421,276 3,531,899
 2. 固定資産

基本財産 286,042,650 281,542,650 4,500,000
特定資産 566,900,535 576,279,987 △ 9,379,452
その他固定資産 74,890,262 79,346,058 △ 4,455,796

固定資産合計 927,833,447 937,168,695 △ 9,335,248
資産合計 953,786,622 959,589,971 △ 5,803,349

Ⅱ 負債の部
 1. 流動負債

預り金 383,371 490,714 △ 107,343
 2. 固定負債

退職給付引当金 2,112,058 2,112,058 0
負債合計 2,495,429 2,602,772 △ 107,343

Ⅲ 正味財産の部
 1. 指定正味財産

指定正味財産合計 633,177,449 626,895,733 6,281,716
 2. 一般正味財産

一般正味財産合計 318,113,744 330,091,466 △ 11,977,722
正味財産合計 951,291,193 956,987,199 △ 5,696,006
負債及び正味財産合計 953,786,622 959,589,971 △ 5,803,349

1）貸借対照表
年度末の資産は、前年度末から減少していますが、
このうち、一般正味財産は減少、指定正味財産は増
加しています。

2）正味財産増減計算書
●一般正味財産
経常収益では、前年度末と比較してドル安傾向となっ
たため為替差益が大きく減少しました。また、会員
数の減少傾向はとどまらず賛助会員受取会費は減少
していますが、受取寄付金は増加しました。
一方、経常費用では、事業費、管理費とも増加しま
した。人件費関連の費用が増加しましたが、海外出
張の経費が減少しました。

●指定正味財産
事業の取り組みに応じて指定正味財産から一般正味
財産へ振替したほか、ドル安傾向で資産の評価損を
計上しました。しかし、資産の運用益や使途を明示
した寄付金額がこれを上回りました。

経常収益では、賛助会員や寄付金の減少傾向に
対応した予算額を計上しています。また、事業
への取り組み状況に応じて、指定正味財産の寄
付金から一般正味財産への寄付金に振替える額
を増やしています。
経常費用では、給与規程の改定に伴って、事業
費、管理費とも前年度から増加する予算をたて
ています。費用全体の節減に努めます。

決算報告
2024年度決算 2025年度予算
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(単位:円)

科目 2024年度 2023年度 増減 （参考） 
2025年度予算

Ⅰ 一般正味財産増減の部
 1. 経常増減の部

(1) 経常収益
基本財産運用益 4,088,642 3,788,642 300,000 4,088,642
特定資産運用益 1,710,861 1,702,131 8,730 1,704,143
受取会費 10,669,255 11,382,240 △ 712,985 10,300,000
事業収益 447,486 49,997 397,489 400,000
受取寄付金 21,542,459 14,474,389 7,068,070 15,000,000
受取寄付金振替額 4,430,845 4,955,071 △ 524,226 20,000,000
為替差益 13,730 11,832,697 △ 11,818,967 0
雑収益 172,455 177,939 △ 5,484 180,000

経常収益計 43,075,733 48,363,106 △ 5,287,373 51,673,985
(2) 経常費用(事業費＋管理費)

人件費 37,138,557 31,734,172 5,404,385 37,340,354
旅費交通費 1,354,484 3,641,144 △ 2,286,660 2,201,600
通信運搬費 1,603,247 1,322,860 280,387 1,159,824
減価償却費 4,210,122 4,750,561 △ 540,439 4,750,561
消耗品費 541,623 432,760 108,863 602,760
修繕費 2,096,987 1,553,393 543,594 1,724,931
印刷製本費 1,697,468 1,503,090 194,378 1,571,478
光熱水料費 940,254 830,505 109,749 904,292
賃借料 391,006 192,676 198,330 495,806
保険料 238,730 267,990 △ 29,260 336,180
諸謝金 499,726 33,000 466,726 841,000
租税公課 48,630 91,000 △ 42,370 45,400
支払負担金 90,000 97,000 △ 7,000 87,000
海外研修直送金 1,984,120 1,767,564 216,556 3,458,000
研修生生活費 455,410 439,453 15,957 655,000
会議費 6,928 2,168 4,760 46,830
為替差損 953,682 0 953,682 0
雑費 802,481 695,586 106,895 546,556

経常費用計 55,053,455 49,354,922 5,698,533 56,767,572
当期経常増減額 △ 11,977,722 △ 991,816 △ 10,985,906 △ 5,093,587

 2. 経常外増減の部
当期経常外増減額 0 0 0 0
当期一般正味財産増減額 △ 11,977,722 △ 991,816 △ 10,985,906 △ 5,093,587
一般正味財産期首残高 330,091,466 331,083,282 △ 991,816 319,522,091
一般正味財産期末残高 318,113,744 330,091,466 △ 11,977,722 314,428,504

Ⅱ 指定正味財産増減の部
特定資産運用益 6,173,811 4,633,239 1,540,572 4,000,000
受取寄付金 1,760,000 6,761,274 △ 5,001,274 0
基本財産評価損益等 4,500,000 11,070,000 △ 6,570,000 0
特定資産評価損益等 △ 1,721,250 16,337,409 △ 18,058,659 0
一般正味財産への振替額 △ 4,430,845 △ 4,955,071 524,226 △ 20,000,000
当期指定正味財産増減額 6,281,716 33,846,851 △ 27,565,135 △ 16,000,000
指定正味財産期首残高 626,895,733 593,048,882 33,846,851 639,384,226
指定正味財産期末残高 633,177,449 626,895,733 6,281,716 623,384,226

Ⅲ 正味財産期末残高 951,291,193 956,987,199 △ 5,696,006 937,812,730

正味財産増減計算書（2024年4月1日から2025年3月31日まで）

収入（一般正味財産のみ）
約4,300万円

支出（事業費+管理費）
約5,500万円

寄付収入
50％

会費収入
25％

資産の運用益
14％

使途指定資産
からの振替額 10％

事業収益 1％ 雑収益等 0.4％

人件費
64％

その他 18％
（ 減価償却費など）

為替差損 2％

印刷製本費 3％

旅費交通費 2％

修繕費 4％

通信運搬費 3％

海外送金・
研修生活費  4％



AHIって何？ ‒アジアの健康をつくる人づくり‒

「病気を治すだけでは健康は守れない」創設者の川原啓美医師がネパールの病院で働いた後、
人びと自身で生活のことをよくしていこうと動き出せるような人づくりを始めました。その
アジアとのつながりを大事にしています。現在では、日本も他のアジアの国々も、地域課題
に共通する部分が増えてきました。そうした時代の流れから、この「アジア」には日本も含
まれ、ともに学び合うことを目指しています。

保健とは、健康を守り保つこと。そのためには、からだもこころも、自分を取り巻く社会環
境も健康であることが大事です。
川原医師が医療だけでは健康を守れないと気づいたように、社会課題を解決することが、健
康を守り保ち、公平な社会に繋がると考えています。

健康な社会、公平な社会を目指して、参加型研修を行っています。一方的に学ぶのではなく、
参加者が経験してきたことを教え合います。一人ひとりに、その中で自分の求める答えを見
つける力があります。そのためには、自身の態度や行動が変化する過程が大事です。このよ
うな考え方を体験し、実践できるのがAHIの研修です。

アジア

保健

研修所

理事　11名

岩本和則（代表理事・専務理事）、太田智恵子、
金森淑英、齋藤尚文（代表理事・理事長）、
坂本真理子、清水香子（業務執行理事）、寺田裕美、
所俊邦、林口宏、三島知斗世、山中隆生

職員  8名

清水香子（事務局長）宇野正和、 木村ひかる、
髙田弥生、林かぐみ、山下紗織、
大熊優子（非常勤）、傍島聡子（非常勤）

2025年8月1日現在

評議員　10名

飯田亨、井手宏、木下喜也、龍田成人、中村隆、  
西田文乃、長谷部一夫、吹上康代、村山盛芳、
ロバート・キサラ

監事　3名

稲垣正、鬼頭文隆、佐久間とう子

役員・理事の紹介

HP

※AHIは「公益財団法人」の認定を受けています。会費および寄付には、所得税、
法人税、相続税の優遇措置が適用されます。税額控除制度にも適応しており
　ます。確定申告時に領収書を税務署にご提出ください。詳細は事務局まで。

AHI事務局

（50音順、敬称略）

AHIが目指すもの

誰もが尊重され、健康に暮らせる社会

AHIの役割

誰もが持てる力を発揮し参加できる
社会をめざして、行動する人を育む

AHIニュース  No.417  2025.08.01


